
■ 当資料は、日興アセットマネジメントが市況等についてお伝えすることを目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資

料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。なお、掲載されている見解は当資料作成
時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。■投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産に
は為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。
投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご
覧ください。
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（信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

底堅い需要が見込まれる
安全資産としての金

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

実物資産である金は、株や債券と異なり、企業の倒産と無縁な資産であることなどから、市場心理が悪化

する局面で買われやすい傾向があるため、「有事の金」とも言われています。景気拡大に伴ない金融政策が

引き締められる局面では、インカム（金利）収入をもたらさない金の価格は下落する傾向にある一方、景気後

退に伴なって金融政策が緩められる局面では、安全資産としての側面が注目され、上昇する傾向にあります。

2018年夏ごろまでの金価格は、米国の力強い景気拡大を背景に、金融引き締めペースの加速が懸念され

たことなどから、軟調となりました。しかし、昨年11月以降、世界景気の鈍化や米中貿易摩擦の激化への懸

念などを背景に、投資家のリスク回避姿勢が強まったほか、2019年1月にはFRB（米連邦準備制度理事会）

が利上げを当面停止する姿勢を示したことから、概ね堅調な推移となっています。また、政治・経済の不確実

性の高まりや、各国中央銀行が米ドル建て資産を減らしていることなどを背景に、新興国を中心に中央銀行

など公的機関による金の購入量が増加していることも、金相場を支えているとみられます。金の国際調査機

関ワールド・ゴールド・カウンシルによると、世界の公的機関による2018年の金の購入量は651トンと、前年

比で74％増加し、1971年のニクソン・ショック以降で最高となりました。

足元では、中国や米国の予想を上回る経済指標の発表などを受け、世界景気に対する厳しい見方が一旦

和らぎ、安全資産である金が売られる場面もみられます。しかし、世界景気の先行きに大きな影響を与えうる、

英国のEU（欧州連合）離脱問題や米中貿易摩擦が解決したわけではないことに加え、トルコリラの急落など

を受け、金価格は1,300米ドルを挟んだ底堅い推移となっています。特に、英国によるEU離脱を巡る問題に

ついて、英国議会は混迷しており、ハード・ブレグジット（合意なき離脱）への警戒が高まっていることなどを踏

まえると、安全資産としての金の需要は今後も底堅いと考えられ、金相場を支えると見込まれます。

金価格と投資家のリスク回避の動きの推移
（2018年1月初～2019年4月1日）

VIX指数とは、
S&P500を対象とするオプション
取引の値動きをもとに算出され
た指数で、「ボラティリティ・イン
デックス」の略称です。

投資家心理を示す指数として用
いられており、「恐怖指数」とも
言われます。
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ご参考：世界株式（米ドルベース、右軸）

投資家のリスク回避の動き（VIX指数）

※世界株式は、MSCIワールド指数（トータルリターン、米ドルベース）を使用
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